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∫翫励α。s　Ingbritt13） 冊 帯 十 一 一 一 一
五　卿α∫γμc乃ofi∫ATCC　l4266帯 冊 十 一 一 一 一
A．涯s60sμs　ATCC　15987冊 冊 十 一 一 一 一
A．獺θs∫顕〃‘ATCC　12104冊 帯 帯 十 一 一 一
A．輌s繊～i輌ATCC　12102冊 冊 帯 十 一 一 一
C　ραπ吻沈ATCC　11829 帯 冊 柵 朴 一 一 一
且αcηεsATCC　6919 帯 帯 帯 丹 一 一 一
∫抗励i∫ATCC　9811 冊 冊 冊 十 一 一 一
S〃」sα∫i卯γfμsATCC　9759冊 冊 暢 冊 帯 帯 什
Srγ」sαヵg泌s　ATCC　10556冊 帯 冊 帯 冊 冊 H
U　o∫cα’¢s6εηs　ATCC　17745柵 柵 冊 冊 冊 井 冊
Fημc～ω加加ATCC　25286帯 帯 帯 帯 冊 帯 冊
R螂蜘9θヵ燃NM－2「 冊 帯 冊 冊 冊 帯 帯
Heparina記一pmducing
@　Bacteroides　No．26冊
帯 冊 冊 冊 帯 冊
十佳：Inhibition　free，
一：Complete　inhibition
十十：Slight　inhibition，
parvum，　P．αcηθsおよびS舵ρ．初伍sではいずれ
も50．0μg／mlで前記3菌種に比較してその値は
大きいものであった．しかし，その他の供試菌で
は，最高200μg／ml濃度によっても殆んど発育に
影響はなく，阻止作用が見られなかった（Table
5）．
考 察
　B．melaninogeniCtCSの他菌種に及ぼす抗菌的属
性についての検討は少ない11）13｝．B．　melaninoge・
niCtcsは血液培地で培養するとblack　pigmentを
産生し，菌体を黒色化する特長を有する1）．この
black　pigmentは古くmelaninとされていた17）
が，Schwabacherらが本菌の黒色菌体より抽出し
たblack　pigmentについて検討し，　hematinであ
ることを明らかにした18）．しかし，この　black
pigment（hematin）の生物学的活性については不
明である。われわれは，先にB．melaninogenicus
の黒色菌体がStreP．　mutansの発育を阻止する活
性を示すことから，阻止因子を検討し，その本体
はhematinである事を見出した13）．このStrep．
mulansを指示菌としてB．　melaninogeniCUSの培
養日数による阻止活性を検討すると，本活性は，
経日的に増量を示し，その程度が菌体試料の黒褐
色程度に比例して認められた．このことは本菌が
十：Heavy　inhibition，
血液培地で培養日数と共に菌体が黒色化する事実
と一致していた．また，菌体の温度処理によって，
本活性が強く発現する事からこの阻止活性は，熱
に安定であり，加熱処理によって菌体からblack
pigmentがreleaseすることに起因するものと考
えられた．
　抽出hematinの性状について，　spectrophoto・
metricallyに各溶媒処理による吸収特性は，市販
のhematinおよびSchwabacherらの成績18｝と
近似して認められるので本抽出black　pigment
は明らかにhematinと考えられる．この事実は，
市販のhematinによっても種々の細菌に対する
阻止作用がわれわれの抽出hematinと極めて近
似して認められることからも明らかである．また，
各菌株からの抽出hematin収量は，湿菌体量18
～259に対してそれぞれ乾燥量で　280～420mg
が得られ，そのrecoveryは可成り高いもので
あった．しかし，本抽出標品の純度については断
言出来ない．Schwabacherらは本抽出法では，極
めて純度の高い事を指摘している．勿論，その収
量が供試菌体の黒色程度に相関するものであろ
う．
　抽出hematinのinhibitory　spectr㎜は，
StreP．　mitis．　B．　matnehotii種々のActinomyces
SP，　C拓励μ勿およびP．　acnesに対して阻止作用
松本歯学　6（1）1980
を示し，特にA．　viSCOStcs　lsよびB．　matnechotiiの
MICはそれぞれ25．0μ9／mlと低い値であり，そ
の感受性がStreP．　mulanSと同様に13）強いもので
あった．その他の菌種のMICは，5α0μ9／mlで
前3菌種に比較し感受性がやや低かった．しかし，
拡散法で阻止活性が認められなかったその他の菌
種は，200μg／mlでも発育に殆んど影響が見られ
なかった．これらの成績は，hematinの発育阻止
作用が菌種特異性である事を示している．この
hematin感受性の差異は近縁菌種の分類同定上
に応用出来る可能性もあると考えられる．本研究
で明らかになった感受性菌種はGram陽性菌に限
定され，これら菌種に対するhematinの発育阻止
機構の解明が今後さらに必要である．
　さて，B．　melaninogenicusのこれらblack　pig・
ment（hematin）がin　vitroで，口腔内に常在す
る種々の細菌に対して抗菌作用を有する事が明ら
かとなったが，本活性の発現には，hematin産生
のための血液成分が必須となる．in　vivoにおける
本菌のhematin産生は不明である．しかし，本菌
は，潜在的にhematin産生能を有する菌種である
事実は，　in　viVOにおいてもその産生を否定出来な
い．本菌を含めた実験感染症局所膿汁から　he・
matin抽出と同様に得た試料中にもこれら阻止
活性がある程度認められる事実は，この推定を支
持するものかも知れない．勿論，hematinのみ
ならず，すでに明らかとなっている本菌の　bac・
teriocin様活性mと共にこれらの抗菌spectrum
と考え合せ，口腔細菌叢ひいては病巣局所におけ
る他菌種の構成に影響を及ぼす可能性があり興味
深い．in　vivOにおけるこれら抗菌活性について，
さらに検討を要すると考えられる．
結 論
　ヒトの歯肉溝から分離したB．melaninogeniCZLS
を血液加培地で培養した黒色菌体について発育阻
止活性を検討したところ，60～120℃までの処理
温度に比例して活性の増量が認められた．また，
培養日数による菌体の阻止活性は培養3日でいず
れの菌株にも阻止作用が認められなかったが，そ
の後経日的に全株の活性が強く発現した．これら
各菌体による阻止円の直径がいずれも試料の580
nm吸収すなわち黒褐色程度と比例していた．7
～10日培養菌体からphenol法によってblack
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pigrnentを抽出してフォトメーターで各溶媒処
理による吸収を調べたところhematinの性状と
近似していた．5菌株から抽出したhematinは，
いずれも種々のGram陽性菌に対し発育阻止作
用を示し，特にA．viScosusおよびB．　matnchotii
に対しては，StreP．初鋤ηSと同様の強い感受性を
示し，そのMIC　et　25．0μ9／mlと低いものであっ
た．また，種々のActinomyces，　StrOP・mitis，　C・
parvlzamおよび且αεηθSに対しても阻止作用を示
したが，これら菌種に対するMICは，いずれも
50．0μg／mlとやや高かった．これら感受性菌に対
して市販のhaematinも同様の値を示した．また，
hematin濃度に比例して阻止円の直径が発現す
る事もわかった．しかし，その他の供試菌種に対
しては200μ9／mlでも殆んど発育に影響はなく
阻止作用が認められなかった．本菌を含む実験混
合感染症膿汁からの抽出試料にもある程度の阻止
作用が認められた．本研究で明らかとなった　B．
melaninogeniCZLSのこれら抗菌活性の口腔細菌叢
に及ぼす影響について考察した．
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